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ミン トン社 の 系 譜 に み る デ ザ イ ン展 開
一 ヴ ィク トリア ン ・タイル を中心 に
吉村典子/京都工芸織維大学大学院博士後期課程
はじめに
19世紀 を中心 としたイギ リス ㌔デザインを
実際的な状況から明 らかにするために,こ れ
までこの時代のタイル(総 称 してヴィク トリ




的製造業者の一つであるミン トン社 を取 り上










1ミ ン トン社の系譜 とその主な活動
1793年に創立 した ミン トン社 は,19世紀後
半から様々 な組織 に枝分かれしてい くが,そ
の中で も今回対象としたのは,創 始者 トーマ
ス ・ミン トンからの事業を継承する系譜,即
ち,ハ ーバー ト・ミン トン,コ リン 。キャン
ベル ・ミントン,そ して,ジ ョン ・キャンベ






























みると,大 きく3つ の時期 に分けることが可
能であった。 この3つ の時期が,ミ ントン社
の後継者のそれぞれの在任期 とほぼ一致 して
いるのである。 タイル ・デザインにお ける
1840年代か ら50年代(第1期)は 過去の文様
に倣 ったデザインを主 とした時代で,ミ ン ト
ン社の系譜においては,ハ ーバー トの在任期




1890年代 か ら1910年代(第3期)は,ア ー
ル ・ヌーヴォー様式の植物文様が主流にな り,
ジ ョンの時代 と重なっている。時代的一致 は
偶然の こととしても,この時代区分を一つの
目安 としてそれぞれの内容をみてみると,全
体的なタイル ・デザインの特徴 に災ミン トン
社の活動がかなり重 要な位置で関わっている
ことが指摘で きる。例 えば,第1期 において,
歴史的遺物 となった中世タイルの再現を早い
時期から取 り組んでいたのがハーバー トであ
り,第2期 では,多 様な文様表現をもた らす
要因でもあった芸術陶器部門を他のどの製陶
業者 よりも早 く開設 したのが ミン トン社であ





き換 えても,ミ ン トン社の先導性,重 要性 を
みることができる。タイル ・デザインの変遷
における第1期 は他の状況をみても,歴 史主
義的装飾思考が主流であった。 ミン トン社 は
そ うした欲求に対 して,新 技術で過去の表現







体的な動 きの中で も早い時期か ら活動してい
たと言える。第3期 に見 られるイギリスにお
けるアール ・ヌーヴォー様式の表現 も,ミ ン
トン社 の デザ イナー たちの作 品が,雑 誌
TheStudioにおいて,そ の創刊年から取 り
上 げられている。 このように,タ イルを対象
















表現 をもつ ものが多 く,用途 は,家具 ・暖炉
用が中心である。ヴィク トリアン ・タイルは,
タイルの機能の中で も装飾性の豊かさと,用







に倣 って,あ るいは,そ れを商業主義的に展





察対象 としたタイルにおいて も,ヴ ィク トリ
アン ・タイルの,最 もヴィク トリアン ・タイ
ル的特性が ミントン社を通 して形成されてい
る'と言えるのである。
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